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報告者

報告日

松中、吉田、江頭

参 加
メンバー

A班江頭，金子 B班亀山、
山田、天野、吉田 C班渡
辺(勝)、三矢、松中、吉
村、渡辺(育)、須藤さん

3月10日

Ｃ

Ａ・Ｂ

ルート図（地図を見て正確に）

2.5万分の1地図：石徹白［北西］[南西] 

2月22日(金)晴
19:00 N1駐車場発
21:30-22:30 民宿おしたに着

2月24日(土)晴
＜Ａ・Ｂ班＞毘沙門岳
06:30 起床
07:00 朝食
09:20 ｽｷｰ場最上部発
10:30 休憩
11:15 折り返し
12:20 休憩
13:15 ゲレンデ着
＜Ｃ班＞ｲﾄｼﾛｼｬｰﾛｯﾄｽｷｰ場
09:00 ゲレンデ着
12:00-14:00 昼食・休憩
15:40 ゲレンデ発
16:00 民宿おしたに着

18:00 夕飯/懇親会

2月24日(日)雪→晴
06:30 起床
07:00 朝食
＜悪天につき沈殿、その後天
気快復＞
11:30 餅つき大会
13:00 現地解散
(渡辺(勝)、渡辺(育)、須藤さん
ゲレンデスキー)

原紙：集
会担当者

毘沙門岳 1385Ｍ

山行目的 雪上技術の向上 コースタイム（天候：天気図記号）

配布先

集会：10

山行：1
リーダー

＜2/22＞
２月度例会である．２２日は刈谷から亀山車と金子車、豊田発の渡辺車がお世話になる民宿「おした
に」さんへ向け出発し現地で合流．ご主人、女将さんとも全く変わらずのお元気に敬服する(江頭)．

＜2/23 Ａ・Ｂ班 毘沙門岳 山行報告＞
初めてのワカン装着はとても時間がかかり、皆を待たせてしまった。スタートして30mほどして、息が
上がる。。冬山ってずいぶん体力を使うのだなぁ、と思った。15分ほど歩くと樹林帯の中へ。途中ポイ
ントとなるところで、先頭の山田さんが赤いリボンを木に結び付けながら進む。雪は膝下まで埋もれる
ほど積もっていて、先頭を交代しながら進む。歩き始めて1時間もすると風が出てきた。前線が通過中
のようだ。横風がどんどん強くなっていく。顔面に当たってくる雪が痛いっ! 体のバランスを崩しそうな
ほど風が強くなってきた。
11:15、ついに引き返すことになった。帰路は、近道できるルートを選んで帰ろうと探すも、それを見
つけられず来た道を引き返した。行きにつけた赤いリボンのおかげで無事、ゲレンデに戻ることができ
た。(吉田)

＜2/23 Ｃ班 ｲﾄｼﾛｼｬｰﾛｯﾄｽｷｰ場＞
Ａ・Ｂ班と共に宿を出発、６名でゲレンデスキーを楽しむはずが、降りしきる雪が湿っぽく、４本滑った
だけでびしょぬれに。こんな日は他に楽しみを・・・レストハウスで登山隊の検討を祈りながら乾杯、歓
談に花が咲く。お昼前にひと滑りしてみると更に厳しい状況に。猛吹雪で足元が見えない。下からも風
が吹き上げており滑りも悪い。
12:00ごろ、休憩もせずボードを練習していた吉村さんとレストハウスで合流、その後、Ａ・Ｂ班も下山
し皆で休憩した。ゲレンデより上は更にひどい強風だったようだが、雪山デビューの天野さん、吉田さ
んは生き生きとしていた。14:00ごろ風が弱まった。金子さん、江頭さんも加わり、１時間半ほど滑って
宿に戻った。(松中)
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2006.12.02 鎌ヶ岳山頂にて＜ﾘｰﾀﾞｰ所見＞

「民宿おしたに」を利用した山行が昨年から復活した。今年は、イトシロスキー場のリフト最終点か

ら毘沙門岳をめざした。デンソー山岳部に於いて初めてのルートで興味もあった。ルートはブッ
シュが多く、山スキーには適さないが、スノーシューで歩くにはお勧めコースである。今回は暴風雪
で頂上手前で断念したが、また、天気の良い日に登ってみたいコースである。
民宿のご夫妻はお元気でした。 （金子）

作成
(報告者)



アルバム

08.02.23 ｲﾄｼﾛｼｬｰﾛｯﾄｽｷｰ場から毘沙門岳を目指す、が

08.02.24 餅つき大会をやって戴く

08.02.24 皆で餅をつく



気象；http://www.weathermap.co.jp/kishojin/diary/200802/ より


